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赤穂市立有年考古館企画展「染の形紙－紺屋・松岡家－」

の開催について 

 

１．趣 旨 

   有年考古館を創設した松岡秀夫氏の生家は、江戸時代から大正時代まで紺屋（染物

屋）を営んでいました。有年考古館には、そのときに使用されていた染形紙が６００

枚以上収蔵されています。染形紙には浴衣や布団地、裃に使用される細かな文様が彫

り込まれており、伝統的な和柄の美しさはもちろん、当時の職人の技術の高さ、そし

て有年の人々の流行・好み、そして有年の歴史や風土なども知ることができます。 

 

２．会 期 

  令和３年１０月２７日（水）～令和４年１月１０日（月・祝） 

   ※令和３年１２月２８日（火）～令和４年１月４日（火）は年末年始休館 

 

３．入館料及び観覧料 

  無 料 

 

４．会 場 

  赤穂市立有年考古館１階展示室（〒678-1181 兵庫県赤穂市有年楢原 1164-1） 

 

５．展示資料 

  紺屋関係民具（形紙箱・焼印等）、染形紙、関連文書  等 約５０点 

 

６．その他 

   有年考古館は、赤穂市立として平成２３年１１月にリニューアルオープンしてから

１０周年を迎えます。これを記念し、１０年間の展示活動を振り返る小展示（キャプ

ション・写真の展示）をあわせて行います。 

会 期 令和３年１０月２７日（水）～令和４年３月３１日（木） 

※年末年始休館、特別展・企画展の展示替えに伴う臨時休館時は見学不可 

会 見 年 月 日 令和３年１０月２０日（水曜日） 

担 当 課 文化財課 

問い合わせ先 

電話：０７９１-４３-６９６２ 

（内線：２３２５） 

F A X：０７９１-４３-６８９５ 

（担当者名：山中） 
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